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あらまし：本発表では研究活動の支援を目指し，これまで取りくんだアンケートとインタビュー調査を踏

まえ，研究活動を促す要因と支援策について検討した． 
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1. はじめに 

本研究は，主に遠隔で研究活動を進める社会人大

学院生を対象に，①研究活動を支援するコミュニテ

ィづくりに必要な成功要因の整理，②コミュニティ

の事例構築を目指している．これまで筆者らは遠隔

での研究活動経験者にアンケートを実施し，活動支

援の強化や改善点を検討してきた（１）．本発表では，

アンケート参加者の中から協力者を募り実施したイ

ンタビュー内容を中心に，研究指導を目的とした既

存科目（特別研究Ⅰ・特別研究Ⅱ）の改善と追加支

援の検討結果と，オンラインでも活発・創造的な研

究活動を支援できる仕組みの検討の結果について報

告する． 

 

2. インタビュー調査 

2.1 インタビュー概要 

大学院修士課程で特別研究Ⅰ・特別研究Ⅱの学習

経験者を対象に実施したアンケート協力者の中から

インタビュー協力者を募った．在学生 3名と修了生

2名の計 5名が応じ，それぞれ，30分から１時間程

度の対面インタビューを実施した． 

特別研究Ⅰ・特別研究Ⅱを進めて行く中で特に印

象に残っている点，そこから見出せる改善のヒント

を中心に半構造の形式で実施した．当該科目での具

体的経験について語ってもらうことで，そこで感じ

た気持ちや気づいた点などに触れてもらえるように

した．インタビュー結果は文字に書き起こし，「イン

タビュー内容の特徴」，「参加者の学習経験をしたと

きの気持ち」，「参加者からの改善案・要望」，「その

他」の 4つの視点で分析した（表 1）． 

2.2 インタビュー結果 

当該科目を通じ取り組んだ研究活動は異なるが，

これまでの社会経験や研究経験を踏まえ，各自が予

想・期待した活動について議論が展開されていった． 

異なる経験や考えを持っているにも関わらず，対

話の中からは成功体験を得るための重要な共通点を

確認することができた．社会人経験のある学習者は，

必要がないと考えられる活動は，教員とのやり取り

であっても最低限に抑えようという意識が強く働い

ていた．しかし，実際には小まめなインタラクショ

ンやフィードバックを求めていた．また，全体像や

求められている成果のレベルが見えないことに対す

る不安や疑問が生じ，学習者のモチベーションを下

げ，結果進捗が遅れる要因となっていることも明ら

かとなった．研究科目に取り組むまでの他の授業科

目では，課題や締め切りが詳細に設定されているが，

研究活動では，内容によって活動内容が異なり自由

度が高く，マイルストーンを提示し，研究活動を遂

行する手がかりとなるガイダンスを適時挿入するこ

とが必要であることもわかった． 

 

3. 今後の課題 

次の課題として，これまでの調査から導きだされ

た対策案を踏まえ科目改善を行うことが挙げられる．

成功要因に必要だと想定される対策の効果について

実践を通じ確認していく． 
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表
1

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
ま
と
め

 

氏
名

 
特
徴

 
気
持
ち

 
改
善
案

/
要
望

 
そ
の
他
（
意
見
や
不
満
な
ど
） 

対
応
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

 

O
 

さ
ん

 


 
教
員
の
対
応
の
速
さ
が
動
機
づ
け

に
関
係
し
た
経
験
談
が
中
心

 


 社
会
人
で
は
あ
る
が
，
学
生
と
い

う
立
場
に
立
っ
た
た
め
，
積
極
的

に
行
く
べ
き
だ
と
理
解
し
つ
つ
，
当

初
は
先
生
へ
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
遠

慮
し
た

 


 一
人
で
進
め
て
い
く
た
め
孤
独
と

感
じ
た

 


 教
員
か
ら
学
生
に
対
す
る
レ
ス
の
ル
ー

ル
化
（
例
：
4
8
時
間
以
内
に
必
ず
返
事

す
る
） 


 教
員
研
究
紹
介
の
内
容
を
更
新

 


 対
面
の
機
会
（
合
宿
な
ど
）
ま
で
，
教
員

か
ら
も
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
る
よ
う
に
配
慮

が
欲
し
い

 


 事
務
運
営
全
般
の
弱
さ
を
指
摘

 


 レ
ス
ポ
ン
ス
が
遅
い
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
下
が
る

 


 指
導
担
当
教
員
の
決
定
後
，
公
的

に
会
え
る
機
会
ま
で
半
年
あ
る

 


 新
設
大
学
院
と
い
う
言
い
訳
は
も
う

通
用
し
な
い

 

[特
別
研
究

II]
指
導
担
当
教
員
の
確

定
直
後
に
あ
い
さ
つ
の
機
会
を
挿
入

 

・
学
生
と
教
員
と
が
互
い
に
自
己
紹
介

を
し
あ
う

 

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど

の
確
認

 

 

P
 

さ
ん

 


 論
文
の
種
類
（
修
士
論
文
と
特
定
課

題
）
の
違
い
に
関
す
る
混
乱
：
博
士

課
程
進
学
に
関
係
す
る
た
め

 


 研
究
に
関
す
る
基
本
や
ア
プ
ロ
ー
チ

（
研
究
論
と
研
究
手
法
）
に
つ
い
て
の

理
解
不
足
や
誤
解

 


 内
容
よ
り
も
事
務
的
な
部
分
に
対
す

る
指
摘
（
専
攻
全
体
に
関
し
て
） 


 対
面
の
効
果
（
オ
ン
ラ
イ
ン
と
メ
ー
ル

の
や
り
取
り
の
違
い
に
つ
い
て
指

摘
）
 


 気
軽
さ
は
な
い
（
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ

っ
て
話
し
か
け
る
よ
う
な
）
 


 聞
い
て
も
良
い
も
の
か
迷
う
（
遠

慮
）
 


 コ
ン
テ
ン
ツ
は
自
由
度
が
高
い

 


 必
要
の
な
い
や
り
取
り
等
の
コ
ス

ト
は
最
小
限
に
抑
え
た
い

 


 テ
ー
マ
選
択
の
段
階
で
，
教
員
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
得
る

 


 ア
ド
バ
イ
ス
が
欲
し
い
（
例
：
オ
フ
ィ
ス
ア

ワ
ー
，
電
子
図
書
館
利
用
法
） 


 実
際
の
研
究
活
動
を
タ
ス
ク
や
練
習
と

し
て
盛
り
込
む
（
例
：C

iN
ii
な
ど
論
文
検

索
の
仕
方
）
 


 成
果
物
な
ど
の
明
確
化

 


 （
詳
細
な
）マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
の
設
定

 


 小
グ
ル
ー
プ
単
位
で
話
し
合
う
機
会

 


 教
員
や
ピ
ア
と
の
定
期
的
な
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン

 


 特
別
研
究

Iの
早
期
公
開

 


 成
果
物
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
に
関
す

る
教
員
と
学
生
の
間
の
ズ
レ

 


 成
果
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

が
見
え
な
い
（
例
：
研
究
計
画
で
は

何
を
ど
こ
ま
で
か
け
ば

O
K
な
の
か
） 


 誰
に
相
談
し
て
良
い
か
分
か
ら
な
か

っ
た
（
特
別
研
究

I）
 


 対
面
の
良
さ
は
図
を
描
き
な
が
ら
議

論
し
理
解
を
深
め
ら
れ
る
こ
と

 


 研
究
科
目
だ
け
で
は
な
く
大
学
の
事

務
運
営
に
関
す
る
弱
さ

 


 聞
く
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
が
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

 

[特
別
研
究

I&
II]
テ
ィ
ッ
プ
ス
を
挿
入

 

・
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
の
活
用
ガ
イ
ド

 

・
電
子
図
書
館
の
利
用
方
法

 

・
論
文
検
索
の
ア
ド
バ
イ
ス

 

[特
別
研
究

I&
II]
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
提
示

 

・
課
題
の
内
容
と
締
切

 

・
学
会
発
表
な
ど
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン

 

 [特
別
研
究

I&
Ⅱ

]研
究
の
進
め
方
，

や
り
方
等
，
研
究
に
つ
い
て
な
ん
で
も

聞
け
る
窓
口
（
研
究
フ
ェ
ー
ズ
で
の
担

任
や
研
究
チ
ュ
ー
タ
ー
の
設
置
）
 

Q
 

さ
ん

 


 自
分
の
担
当
教
員
の
ゼ
ミ
に
対
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ
に

L
M

S
の
仕
様
（
1
5
回

と
い
う
授
業
の
標
準
的
進
め
方
）
が

マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
点
を
指
摘

 


 進
捗
が
シ
ス
テ
ム
上
で
十
分
に

可
視
化
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
，
メ

ン
タ
ル
的
に
辛
か
っ
た

 


 最
初
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
進
捗
が

す
ご
く
遅
れ
た
印
象
を
持
っ
た

 


 人
の
行
動
特
性
や
動
機
づ
け
理
論
に

則
っ
て
進
め
方
が
望
ま
し
い

 


 L

M
S
の
改
善
：
1
5
回
に
限
定
し
な
い
な

ど
多
様
な
ゼ
ミ
ス
タ
イ
ル
へ
の
対
応

 


 学
び
の
動
機
づ
け
の
根
底
に
は
「
気

持
ち
」
が
あ
る

 

[特
別
研
究
Ⅱ

]教
員
の
指
導
ス
タ
イ

ル
（
あ
る
い
は
学
生
の
進
捗
）
に
合
わ

せ
L
M

S
利
用
に
自
由
度
を
持
た
せ
る

（
例
：
１
回
の
ス
レ
ッ
ド
で
十
分
議
論
が

さ
れ
た
場
合
，
複
数
回
分
と
み
な
す
）
 

R
 

さ
ん

 


 自
分
の
教
員
経
験
や
一
般
的
に
行

わ
れ
て
い
る
研
究
指
導
（
研
究
基
礎

に
関
す
る
指
導
な
ど
）
を
踏
ま
え
て
，

本
課
程
で
の
実
践
を
分
析

 


 改
善
が
必
要
だ
と
感
じ
た
（
別
組

織
の
運
営
者
の
立
場
が
中
心
か

ら
）
 


 教
員
紹
介
の
回
数
の
縮
小
（
1
5
回
中

3
-5
回
程
度
） 


 教
授
シ
ス
テ
ム
学
研
究
法
は

3
回
で
は

な
く
最
低

8
回
ぐ
ら
い
で
実
施

 


 最
低
で
も

8
回
ぐ
ら
い
は
実
験
計
画
，

研
究
計
画
，
ミ
ニ
レ
ポ
ー
ト
の
実
施
を

 


 教
授
シ
ス
テ
ム
学
研
究
法
と
い
う
基

礎
部
分
が

3
回
分
で
は
修
論
を
書
く

力
が
身
に
つ
か
な
い
場
合
が
あ
る

 


 各
自
が
取
り
組
む
研
究
に
特
化
し
た

方
法
は
特
別
研
究

II
で
行
わ
な
い
の

か
 

[特
別
研
究

I]
基
礎
内
容
（
1
ブ
ロ
ッ
ク
）

を
増
強

 

・
3
回
か
ら
９
回
程
度
に
拡
張

 

・
実
践
に
必
要
な
演
習
を
追
加

 

S
 

さ
ん

 


 不
完
全
燃
焼
的
な
印
象

 

 教
員
へ
意
見
を
出
し
に
く
い

 


 面
倒
な
気
持
ち
＋
遠
慮

 


 取
り
組
み
方
の
違
い
に
う
ま
く
順

応
で
き
ず
（
授
業
型
科
目
と
研
究

型
科
目
）
お
客
さ
ん
モ
ー
ド
（
受
け

身
的
）
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

 


 ゼ
ミ
と
い
う
意
識
が
な
か
っ
た

 


 教
授
シ
ス
テ
ム
学
研
究
法
と
い
う
基
礎

知
識
部
分
を
前
期
の
半
分
を
考
え
て
じ

っ
く
り
行
う
－
こ
れ
に
よ
っ
て
考
え
る
時

間
を
与
え
る
た
め
／
研
究
者
と
し
て
の

心
構
え
を
つ
く
り
自
分
の
関
心
分
野
を

絞
り
込
む
た
め

 


 グ
ル
ー
プ
間
で
意
見
を
交
換
し
あ
う

 


 イ
ベ
ン
ト
が
少
な
い

 


 特
別
研
究

I（
初
期
段
階
）
で
適
応
で

き
た
人
は
最
後
ま
で
う
ま
く
い
く
 


 テ
ー
マ
決
定
時
に
担
当
教
員
と
合
意

が
で
き
ず
後
で
迷
い
が
出
る
（
科
目

内
に
相
談
す
る
機
会
が
な
い
） 

 

[特
別
研
究

I]
基
礎
内
容
（
1
ブ
ロ
ッ
ク
）

を
増
強

 

・
導
入
部
分
の
解
説
を
充
実
さ
せ
る

 

・
3
回
か
ら
９
回
程
度
に
拡
張

 

・
練
習
問
題
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
追
加

 

[特
別
研
究

I]
研
究
を
始
め
る
に
あ
た

っ
て
の
心
構
え
を
追
加
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